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西中ＰＴＡ執行部発行

責任者　　佐藤　宏和

 長く暗かったコロナ禍がようやく明け、学校・地域に平穏と明るさがもどりました。

子どもたちの笑顔や、元気な声が聞けるのはとてもうれしいことです。

 コロナ禍の３年間で、ＰＴＡ活動のノウハウが途切れた部分もありましたが、

学校・地域の皆さまのご協力のもと、どうにか進めることができました。

 2023年度も残すところあとわずかになりましたが、子どもたちが健やかに学校生活を送ることができるよう

最後まで活動を行っていきたいと思います。

　　　 ７/６・１２/７愛護ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

　　　子どもたちを犯罪から守るために、

　　伊丹警察署などの機関と 1，000人規模で

５/３１　企画会議開催  年に２回行っている活動です。当日は稲野小学校

 摂陽小学校.鈴原小学校に赴き、それぞれ担当ｺｰｽ

西中PTAでは、災害などの緊急時に学校と  に分かれて危険箇所や子どもたちが集まりそうな

保護者がリアルタイムに連絡を取ることが 　場所を確認しながら１時間ほど巡回しました。

できる「学校メール配信システム」の導入 　７/６は学年部より6名と先生6名、１２/７は

にむけて、今年１年準備を進めてきました。 　　保健体育部より6名と先生6名で、子ども

春の新入生入学の時期には運用ができる 　　　　たちの安全のために、活動して

見込みです。 　 　 　　　　 いただきました。

８/５　稲野小学校夏祭り

晴天の中、稲野小学校夏祭りが開催されました。

新型コロナウイルスも５類に移行され、マスクを外した浴衣姿の子どもたちが賑わっていました。

野球部、女子卓球部、美術部さんたちのボランティアもあり、無事コイン落としのテントも出来上がりました。

たくさんの景品もお祭りが終わる前にすべて完売し、たくさんの子どもたちが来てくれた事に嬉しく思いました。

ありがとうございました。

活動報告



第１４７号 １２/４～１２/８　トライやる・ウィーク

２０２４．０２ トライやる・ウィークが１２/４～８の５日間の日程で行われました。

西中ＰＴＡ執行部発行 ２年生の保護者で推進委員の５名が事業所に訪問させてもらいました。

責任者　　佐藤　宏和 子どもたちは、少し緊張しながらも担当者の話をよく聞き

てきぱきと動いていて、とても頼もしく思いました。

１２/１６、２３ 門松作り

毎年恒例の西中の門松作り

１日目　

会長が前日に切ってきた竹を洗って切りました。

２日目　

サッカー部の子どもたちがお手伝いしてくれました。

歴代のPTA会長さんから門松に使う松竹梅など、

それぞれの飾りそして竹の切り口の意味を教えてもらい勉強になりました。

卒業生の皆さまへ

今年も卒業の時期となりました。

中学生活では新しい事へのチャレンジなどで色々な経験をしたと思います。

その積み重ねた経験は貴方がたの自信となり、支えとなるでしょう。

自信は勇気をもたらしてくれます。

勇気は不安や躊躇、あるいは恥ずかしいと感じることを恐れずに向かっていく積極性をうんでくれます。

積極性は、自ら進んで意欲的に取り組む姿勢となり、

大人に向けての更なるステージへのステップアップにつながることでしょう。

小さな事でもいいので、自分に自信を持ってください。貴方がたにはその価値がありますので！！

会長から卒業生へ


